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『ある日のバッターボックス』という資料を通して， 

「『公平』とは何か？」について考えました！ 

みんなが公平であるためには，生まれつきのハンデもみんなでカバーす

れば，みんな対等な立場に立てると思いました。 

『公平』とは，互いの得意・不得意を支えたり，違いがあっても全体が

納得したりするということが大切なんだと分かった。一人の人間として認

めたり，短所・長所を理解し，違いを認めたりできる人になりたいです。

『助長補短』を大切にしたいです。 

『公平』とは，互いの長所・短所を認め合い，それらを支えてあげるこ

とだと私は思います。今日の話では，先生と少年たちの接し方でＯ君の表

情が変わっていた。少年たちはＯ君も楽しめるようにしていたけれど，先

生は障害者扱いしていた。私も，こういうことがもしもあったら，少年た

ちのように接してあげたいです。 

違いを認め合い，理解し合うことが大切だ。人を「できない」と諦める

のではなくて，できないところには，みんなで全力を尽くして支え合うこ

とで，みんなが笑顔でいられることもできると思う。 

人によって公平の考え方が違うことが分かった。また，人のためを考え

るなら，相手の気持ちを考え，長所や短所を理解し合うといいと思う。そ

して，相手と自分の違いを認め，全員が楽しめるように配慮することが大

切だと思った。 

『公平』とは，人のことを思いやり，大切にすることで，どんな障害な

どがあっても，普通の一人の人間として見てもらい，支えたり支えられた

りしながら，同じように手を組んで進んでいくことだと思う。また，認め

合うことだと思う。だから，相手のことを思って，理解することで，支え

ていくことが大切で良い社会づくりにつながると思う。 

『中学生の道徳１ 自分を見つめる』

（出版：あかつき）より引用 
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